
 

 

 

 

 

 

  

 

 

                  新年度の４月、５月は子どもたちの大切な命を守る取組が数多 

く実施されました。４月１４日の「安全教室」では、毎日の登下 

校での安全の意識を高める取組をしました。雨が降り出す前に運 

動場に出て、登校班ごとに並ぶ順番の確認、一列歩行、安全な横 

断の仕方、挨拶やお礼、校門挨拶の練習などを行いました。新登 

校班⾧さんたちを中心に張り切って取り組む姿がありました。そ 

の後、地区児童会を各教室で行い、登校班の集合場所、集合時刻 

の確認などをしました。毎朝の子ども達の登校の様子をいろんな地区に出向いて見ていると、どの地区 

の登校班も一列歩行や安全な横断の仕方、挨拶、お礼を自分たちできちんとやっている姿があり、毎朝、感動しています。 

 ４月２１日の「交通安全自転車教室」では、山鹿警察署の守屋天雄様、警友会の立山尊規様や婦人会⾧の松尾和子様をはじめとする三玉地 

区婦人会の皆様と多くの方々にご来校いただき、子ども達の安全な歩行の仕方や自転車の乗り方を多くの目で見守り、指導していただきました。 

三玉地区の協力体制の素晴らしさにまた感動しました。おかげで、みんな自転車の乗り方に自信がつき、安全意識が高まったようです。 

 ４月１６日は「地震避難訓練」を行いました。熊本地震から１０年の節目でした。子ども達は緊急地震速報を各教室で聞き、担任の先生の 

指示で揺れが収まるまで、机の下で安全を確保し、その後運動場に避難しました。みんな真剣に取り組んでいました。全校児童、職員で黙祷 

を捧げ、ご冥福を祈りました。 

 ５月１３日は「児童引き渡し訓練」を行いました。今年から「引き渡しカード」を作成し、保護者の皆様への確実な引き渡しを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


